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Ｐ６～ 一般質問(６名)  
Ｐ12～ 第３回定例会
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 経済福祉常任委員会/議会のうごき
Ｐ16 わたしの一言/くじゃくそうクイズ

鷹中祭　合唱コンクール

議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）
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題字　宮島歩美



【２】

不
納
欠
損
と
収
入
未
済
の

内
容
は

職
員
の
研
修
は
有
効
に
行

わ
れ
て
い
る
か

前
年
に
比
べ
大
幅
に
減
額

と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

固
定
資
産
税
の
大
口
滞
納

の
経
過
と
扶
助
費
の
大
幅

な
伸
び
は

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

固
定
資
産

税
の
不
納
欠
損
額
の
内
容
は
。

ま
た
、
収
入
未
済
額
と
の
関
係

は
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

滞
納
処
分

で
き
る
財
産
が
な
い
等
で
処
分

の
停
止
を
か
け
た
後
、
そ
の
状

態
が
３
年
間
連
続
し
た
こ
と
に

よ
る
消
滅
時
効
が
８
件
、
法
人

が
倒
産
し
た
場
合
等
、
処
分
を

停
止
し
直
ち
に
消
滅
さ
せ
た
も

の
が
６
件
、
５
年
間
徴
収
権
を

行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

消
滅
時
効
が
19
件
で
す
。
収
入

未
済
額
は
、
調
定
額
か
ら
収
入

済
額
と
不
納
欠
損
額
を
除
い
た

額
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

る
部
分
で
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

使
用
料
の

不
納
欠
損
と
収
入
未
済
額
の
内

容
は
。

　

Ａ
．
建
設
水
道
課
長　　

不
納

欠
損
は
５
年
で
時
効
を
迎
え
た

公
営
住
宅
使
用
料
で
す
。
徴
収

に
努
め
て
い
ま
し
た
が
既
に
転

出
し
た
方
１
名
分
が
時
効
を
迎

え
ま
し
た
。
住
宅
料
の
徴
収
に

は
、
現
在
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

固
定
資
産

税
の
大
口
滞
納
へ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
扶
助
費
が
大
幅
に
伸

び
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

繰
り
越
し

て
い
た
大
口
滞
納
分
は
、
全
額

徴
収
終
了
し
ま
し
た
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　
「
福

祉
灯
油
助
成
金
」、「
臨
時
福
祉

給
付
金
」、「
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
金
」、「
子
ど
も
医
療

費
」
の
伸
び
が
要
因
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

職
員
の
た

め
の
研
修
事
業
等
負
担
金
が
増

額
さ
れ
た
が
、
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
。
勤
務
体
制
な
ど

に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

若
手

職
員
の
道
外
派
遣
、
視
察
研
修

な
ど
53
研
修
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
職
員
の
育
成
に
は
重
要
な

事
業
で
あ
り
今
後
も
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ
．
坂
根
議
員　　

庁
舎
清
掃

等
管
理
業
務
費
が
、
25
年
度
に

比
べ
約
４
割
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

　

ま
た
、
老
人
福
祉
施
設
入
所

措
置
事
業
は
前
年
度
に
比
べ
大

幅
に
減
額
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

高
齢

者
事
業
団
へ
の
委
託
か
ら
直
接

雇
用
に
変
え
、
業
務
内
容
も
変

更
し
た
た
め
で
す
。

54億7895万円
～前年度比　４億5850万円増～

　平成26年度一般会計、国民健康保険特別会計、
後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、
公共下水道事業特別会計、上川町村等公平委員
会特別会計、水道事業特別会計の決算について
説明を受け、監査委員の意見報告の後、内容審
議の結果、全会計について認定しました。

決算認定決算認定

◆
◆
一
般
会
計
◆
◆

リニューアルされた北野地区住民センターの
図書コーナーで本を読む子ども



【３】

自主財源…
　町が自主的に収入とすることができるお金
依存財源…
　国･道から交付、補助されるお金や借金（町債）

高
齢
者
交
通
費
助
成
の
交

付
内
容
は

無
線
電
波
ア
ン
テ
ナ
補
助

当
初
予
定
と
の
差
は

不
法
投
棄
に
対
す
る
対
策
は

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長 　

年
度

途
中
で
対
象
者
が
亡
く
な
っ
た

た
め
で
す
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

高
齢
者
交

通
費
助
成
事
業
で
対
象
者
と
交

付
者
に
大
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ

か
。
ま
た
、
対
象
者
へ
の
周
知

は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

対
象

者
数
と
の
差
は
交
付
し
て
も
使

用
し
な
か
っ
た
部
分
で
す
。
対

象
者
へ
は
チ
ラ
シ
、
老
人
会
、

ヘ
ル
パ
ー
の
声
掛
け
な
ど
で
周

知
し
、
申
請
の
夜
間
受
付
や
各

地
区
へ
出
向
い
て
の
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
片
山
議
員　　

ア
ン
テ
ナ

設
置
補
助
金
利
用
人
数
は
想
定

件
数
か
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

設
置

希
望
件
数
99
件
の
う
ち
、
現
時

点
で
82
件
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
片
山
議
員　　

除
雪
サ
ー

ビ
ス
の
時
間
数
が
、
月
当
た
り

か
ら
年
当
た
り
に
変
わ
っ
た
こ

と
で
不
満
の
声
は
な
い
か
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

昨

シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
く
不
満

の
声
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

小
学
校
の

就
学
環
境
支
援
員
は
現
在
も
在

籍
し
て
い
る
か
。

　

Ａ
．
教
育
課
長　　

緊
急
雇
用

制
度
が
終
了
し
た
た
め
、
町
単

独
費
で
雇
用
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

Ｑ
．
坂
根
議
員　　

不
法
投
棄

の
件
数
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、「
注
意
喚
起
の
ぼ
り
」
の

表
現
を
強
く
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ
．
町
民
課
参
事　　

10
年
前

と
比
べ
る
と
半
減
し
て
い
る
。

標
語
の
内
容
は
関
係
者
と
協
議

し
検
討
し
ま
す
。

　

Ｑ
．
片
山
議
員　　

不
法
投
棄

さ
れ
や
す
い
箇
所
は
あ
る
の
か
。

　

Ａ
．
町
民
課
参
事　　

数
箇
所

把
握
し
て
お
り
、
重
点
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
不
法
投
棄
の
減

少
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
坂
根
議
員　　

一
般
廃
棄

物
処
分
場
の
ガ
ス
測
定
費
用
が

昨
年
に
比
べ
約
４
分
の
１
に

な
っ
て
い
る
が
回
数
が
減
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

　

Ａ
．
町
民
課
参
事　　

25
年
度

は
４
回
、
26
年
度
は
１
回
実
施

し
ま
し
た
。
24
年
に
埋
立
終
了

と
な
っ
た
第
２
期
最
終
処
分
場

は
、
２
年
間
国
の
基
準
値
以
下

で
あ
れ
ば
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
25
年
度
は
ピ
ー
ク
の

時
期
を
確
認
す
る
た
め
に
４
回

実
施
、
26
年
度
か
ら
は
ピ
ー
ク

の
時
期
に
測
定
し
、
様
子
を
見

て
い
ま
す
。

平成26年度平成26年度



【４】

囲い罠

適
切
な
人
選
が
な
さ
れ
て

い
る
か

ど
う
す
る
？
増
え
る
エ
ゾ

シ
カ
被
害

農
業
関
係
予
算
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
？

消
防
費
の
不
用
額
の
内
容

は

防
災
会
議
で
の
大
雨
災
害

に
つ
い
て
の
協
議
は

農
業
後
継
者
パ
ー
ト
ナ
ー

対
策
の
成
果
や
動
き
は

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
の
報
酬
が
予
算

に
比
べ
執
行
額
が
極
端
に
少
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
回
数
や
委
員

の
人
選
は
適
切
か
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

11
名

の
委
員
で
５
回
開
催
予
定
の
と

こ
ろ
２
回
で
終
了
し
ま
し
た
。

各
分
野
か
ら
人
選
し
て
お
り
、

適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

消
防
費
の

不
用
額
１
６
０
万
円
の
内
容
は
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

災
害

出
動
時
の
費
用
弁
償
が
少
な

か
っ
た
こ
と
と
、
予
定
し
て
い

た
旭
川
市
と
の
広
域
訓
練
が
日

程
の
都
合
で
開
催
で
き
な
か
っ

た
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

エ
ゾ
シ
カ

に
よ
る
被
害
は
あ
ま
り
減
っ
て

い
な
い
が
、
駆
除
数
が
１
２
２

頭
か
ら
40
頭
と
激
減
し
た
の
は
、

夏
場
の
捕
獲
が
出
来
な
か
っ
た

か
ら
で
は
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

１
年

間
を
通
し
て
駆
除
は
行
え
ま
す

が
、
結
果
と
し
て
40
頭
の
捕
獲

で
し
た
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

エ
ゾ
シ
カ

駆
除
40
頭
の
う
ち
、
く
く
り
罠

に
よ
る
捕
獲
頭
数
は
。
ま
た
仕

留
め
る
際
の
体
制
に
問
題
は
な

い
の
か
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

く
く

り
罠
で
は
４
頭
、
止
め
刺
し
は

猟
友
会
に
委
託
し
て
い
る
が
都

合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
猟
友

会
員
で
あ
る
町
職
員
が
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
辻
本
議
員　　

青
年
就
農

給
付
金
の
給
付
内
容
は
。

　

ま
た
、
特
産
品
開
発
事
業
助

成
金
の
内
容
は
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

青
年

就
農
給
付
金
は
夫
婦
２
組
に
給

付
し
て
い
ま
す
。
国
の
補
正
予

算
に
よ
り
27
年
度
交
付
予
定
の

も
の
を
26
年
度
に
前
倒
し
し
て

交
付
し
ま
し
た
。

　

特
産
品
開
発
事
業
助
成
で
は

四
季
の
里
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

加
工
で
出
る
ペ
ー
ス
ト
の
成
分

分
析
を
行
い
、
そ
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
青
野
議
員　　

26
年
度
の

防
災
会
議
の
中
で
、
８
月
の
大

雨
災
害
を
踏
ま
え
た
話
は
さ
れ

た
の
か
。

　

Ａ
．
総
務
企
画
課
長　　

会
議

は
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
で
、
大
雨
災
害
に
つ
い
て
は

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
は
具
体
的
な
災
害
の
関
係
に

つ
い
て
も
話
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
坂
根
議
員　　

農
業
後
継

者
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
事
業
で
26

年
度
は
３
名
参
加
だ
っ
た
が
、

そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

Ａ
．
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

　

残
念
な
が
ら
、
カ
ッ
プ
ル
は

生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
．
中
家
議
員　　

農
業
後
継

者
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
事
業
は
各

農
業
団
体
で
も
行
わ
れ
て
い
る

が
、
町
側
で
は
現
在
ど
う
い
う

動
き
を
し
て
い
る
の
か
。

　

Ａ
．
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

　

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討
会

等
で
も
検
討
し
て
い
る
が
、
ま

だ
具
体
的
な
も
の
は
出
て
い
ま

せ
ん
。

防災訓練の様子



【５】

新郷土たかす

雇
用
促
進
対
策
は
周
知
が

足
り
な
か
っ
た
の
で
は

も
っ
と
文
化
事
業
に
対
す

る
支
援
を

町
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
低
料
金
で
提
供
す
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か

な
ぜ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者
が
減
っ
た

の
か

メロディーホールボランティアスタッフ

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

メ
ロ
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
で
、
会

場
整
理
業
務
委
託
料
と
い
う
項

目
が
今
回
出
て
い
る
が
、
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

以
前
は
、

企
画
委
員
が
行
っ
て
い
た
受
付

や
会
場
整
理
を
、
外
部
に
委
託

し
た
費
用
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

企
画
委
員

だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
か
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

企
画
委

員
は
、
事
業
の
企
画
を
考
え
る

こ
と
が
役
割
で
す
。
現
在
、
運

営
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
、

委
託
費
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

自
主
文
化

事
業
と
町
民
自
主
企
画
公
演
支

援
事
業
は
25
年
度
に
比
べ
１
事

業
ず
つ
少
な
い
。
決
算
額
が
逆

に
増
え
て
い
る
理
由
と
経
緯
は
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

ど
ち
ら

の
事
業
も
、
そ
の
年
に
実
施
す

る
事
業
を
企
画
委
員
と
も
相
談

し
な
が
ら
決
め
て
お
り
、
26
年

度
は
こ
の
本
数
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｑ
．
植
西
議
員　　

ホ
ー
ル
の

本
来
の
使
い
方
と
し
て
、
も
う

少
し
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

呼
ん
だ
り
、
回
数
を
増
や
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

町
民
に

よ
り
安
い
料
金
で
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
点

で
、
有
名
な
人
を
多
く
呼
ぶ
と

い
う
の
は
難
し
い
で
す
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

総
合
運
動

公
園
等
屋
外
施
設
管
理
事
業
で
、

行
っ
た
調
査
の
内
容
と
結
果
は
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

町
民
球

場
の
散
水
栓
の
水
の
出
が
悪
く
、

給
水
管
を
太
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

太
い
管
に
入
れ
替
え
が
可
能
だ

と
結
論
が
出
て
い
ま
す
が
、
27

年
度
は
予
算
措
置
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

Ｑ
．
坂
根
議
員　　

毎
年
70
万

円
の
設
置
負
担
金
を
出
し
て
い

る
が
、
前
年
度
よ
り
利
用
者
人

数
で
29
人
、
件
数
で
３
６
３
件

減
っ
て
い
る
。
地
域
の
状
況
は

ど
う
な
の
か
。

　

Ａ
．
健
康
福
祉
課
長　　

26
年

度
は
在
宅
の
方
が
施
設
入
所
し
、

違
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
す
る
場
合
が
多
い
状
況

だ
っ
た
た
め
減
っ
て
い
ま
す
が
、

利
用
で
き
ず
困
っ
た
と
い
う
声

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
．
大
石
議
員　　

予
算
で
は

雇
用
促
進
対
策
事
業
に
助
成
金

が
あ
っ
た
が
、
今
回
利
用
者
が

い
な
か
っ
た
の
は
、
申
請
・
周

知
の
仕
方
も
あ
る
の
で
は
。
相

談
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

Ａ
．
産
業
振
興
課
長　　

パ
ー

ト
の
雇
用
は
あ
り
ま
し
た
が
、

事
業
所
の
正
職
員
・
正
社
員
の

形
で
の
雇
用
が
条
件
に
な
っ
て

い
る
た
め
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

Ｑ
．
中
家
議
員　　

郷
土
史
発

刊
支
援
事
業
に
22
万
５
千
円
の

支
援
の
内
容
は
。
ま
た
、
文
化

事
業
全
般
に
対
し
て
支
援
が
少

な
い
の
で
は
。

　

Ａ
．
教
育
課
参
事　　

毎
年
１

冊
発
刊
さ
れ
る
「
新
郷
土
た
か

す
」
に
関
す
る
補
助
金
で
す
。

支
援
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
木
下
議
員　　

介
護
保
険

料
の
不
納
欠
損
過
年
度
分
42
万

円
、
現
年
度
分
が
０
円
に
な
っ

た
理
由
は
。

　

Ａ
．
税
務
課
長　　

介
護
保
険

料
の
時
効
は
２
年
で
、
財
産
等

が
な
く
徴
収
で
き
な
か
っ
た
分

が
不
納
欠
損
と
な
り
ま
す
。

　

現
年
度
分
０
円
は
現
在
徴
収

で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

平成 26年度決算認定平成 26年度決算認定

◆
◆
特
別
会
計
◆
◆



　
　

山
句
碑
の
森
は
、
全
国

　
　

に
例
を
見
な
い
句
碑
等

が
１
７
６
基
も
建
立
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
60
年
に
は
北
海

道
の
「
準
自
然
１
０
０
選
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
４
年
に
は
、「
鷹
」

の
付
く
市
町
で
構
成
す
る

ホ
ー
ク
ス
サ
ミ
ッ
ト
が
本
町

で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念

し
ホ
ー
ク
ス
友
好
の
句
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

著
名
人
の
句
碑
の
他
、
身

近
な
お
祖
父
さ
ん
お
祖
母
さ

ん
の
句
碑
も
多
く
あ
る
句
碑

の
森
は
、
自
然
豊
か
な
文
化

の
見
え
る
町
、
鷹
栖
町
の
象

徴
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
さ
に
危
機
に
瀕
し

中村議員は、
「一問一答方式」で質問
しています。

て
い
る
。
未
来
を
担
う
子
供

の
た
め
に
も
再
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

現
在
あ
る
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

き
な
観
光
資
源
に
な
る
。
自

然
と
文
化
の
融
合
「
句
碑
の

森
」
の
整
備
は
本
町
独
自
の

町
お
こ
し
で
あ
り
、
地
方
創

生
事
業
の
目
玉
に
な
る
と
確

信
す
る
が
、
考
え
は
。

　

答
弁　

教
育
長　　

関
係
者

と
協
力
し
合
い
、
自
然
豊
か

な
文
化
資
源
を
後
世
に
伝
え

残
し
て
い
き
ま
す
。

　

答
弁　

町
長　　

有
益
な
文

化
財
産
で
す
。「
地
方
創
生

事
業
」
の
一
環
と
し
て
の
整

備
も
含
め
、
関
係
者
や
教
育

委
員
会
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

質
問　　

句
碑
の
森
を
訪
れ

て
も
雑
草
が
生
い
茂
り
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
話

が
多
々
あ
る
。
適
正
な
整
備

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

答
弁　

教
育
長　　

全
精
力

を
挙
げ
て
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
丸
山
句

碑
の
森
を
保
全
し
ま
す
。

　

質
問　　

適
正
な
管
理
を
す

る
の
が
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の

務
め
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

町
長　　

綺
麗
に
適

正
に
管
理
し
て
い
く
の
が
私

た
ち
の
務
め
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

質
問　　
「
北
海
道
芭
蕉
祭
」

を
６
年
に
も
わ
た
り
開
催
し

た
こ
と
は
輝
か
し
い
実
績
で

あ
る
。

　

新
規
事
業
は
否
定
的
な
考

え
か
ら
は
生
ま
れ
な
い
。
全

国
か
ら
句
碑
の
建
立
者
を
募

集
し
た
り
、
旅
行
会
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
「
俳
句
と
自

然
と
動
物
園
」
の
よ
う
な
旅

行
企
画
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

答
弁　

町
長　　

鷹
栖
町
に

し
か
な
い
丸
山
句
碑
の
森
の

魅
力
を
し
っ
か
り
発
信
し
、

観
光
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【６】

質 問

議
員

答弁

ホ
ー
ク
ス
友
好
の
句
碑
の
あ
る
句
碑
の
森
の
整
備
は

大
切
な
文
化
、自
然
財
産
し
っ
か
り
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い（
町
長
）

自
然
豊
か
な
文
化
資
源
で
あ
る
句
碑
の
森
を
後
世
に
伝
え
残
す（
教
育
長
）

中
村　

公
憲

丸山句碑の森のホークス友好の句碑

丸

　一般質問とは、定例議会において、各議員が住民を代表して、
行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策を見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。一般質問一般質問

ひ
ん



　
　

次
計
画
に
よ
る
全
公
園

　
　

へ
の
掛
け
時
計
設
置
と

北
野
市
街
区
の
「
チ
ャ
イ
ム

に
よ
る
見
守
り
放
送
」
施
設

設
置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

答
弁　　

公
園
の
利
用
状
況

日下議員は、
「一括質疑方式」で質問
しています。

年

町

な
ど
を
調
査
し
た
上
で
行
い

ま
す
。
必
要
な
箇
所
に
は
、

設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

質
問　　

北
野
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
に
は
、
放
送
ア
ン
プ
、

住
民
セ
ン
タ
ー
脇
に
無
線
ア

ン
テ
ナ
用
の
支
柱
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
鷹
栖
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
屋
上
に
不
要
と
思
わ

れ
る
２
個
の
外
部
ス
ピ
ー

カ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
利

用
す
れ
ば
、
取
り
付
け
工
事

費
程
度
で
実
現
が
可
能
だ
と

考
え
る
が
、
考
え
を
伺
い
た

い
。

　

答
弁　　

北
野
市
街
区
全
体

に
聞
こ
え
る
チ
ャ
イ
ム
放
送

等
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
　

内
会
に
は
、
諸
団
体
、

　
　

公
的
組
織
な
ど
か
ら
、

募
金
、
協
力
金
等
の
集
金
代

行
依
頼
が
多
々
あ
る
。
こ
れ

ら
を
町
内
会
費
等
に
上
乗
せ

し
た
集
金
代
行
は
、
違
法
と

い
う
判
例
が
出
て
い
る
。

　

集
金
代
行
の
考
え
方
や
改

善
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　

答
弁　　

す
べ
て
の
実
態
把

握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
事
務
局
か

ら
各
町
内
会
に
依
頼
し
て
い

る
こ
と
や
、
各
町
内
会
で
徴

収
方
法
を
決
め
て
き
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
集
金
方
法

に
つ
い
て
は
関
知
で
き
な
い

立
場
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

願
い
ま
す
。

【７】

日
下　

義
朗
議
員

ココを問う！ココを問う！ズバリ!!ズバリ!!
質 問

答弁

防
犯
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

安
全
に
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る（
町
長
）

答弁

集
金
代
行
に
苦
慮
す
る
町
内
会
の
課
題

地
域
や
町
内
会
に
合
っ
た
方
法
で（
町
長
）

「一括質疑方式」… 質疑事項を全て述べて、答弁を求める方法。
 制限時間はなし。
「一問一答方式」… 質疑事項を一つずつ取り上げ、質疑、答弁を
 繰り返す方法。制限時間45分。
「複 合 方 式」… 質疑事項を全て述べて最初の答弁を求め、再
 質問から一つずつ質疑、答弁を繰り返す方法。
 「持ち時間45分」の時間制限あり。

北野公園の時計



　
　

栖
町
は
、
災
害
の
少
な

　
　

い
町
と
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
大
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
昨

年
は
、
北
野
地
区
で
住
宅
被

害
が
発
生
し
、
今
年
は
北
斗

地
区
と
北
成
地
区
を
中
心
に

河
川
や
道
路
、
農
地
に
被
害

が
発
生
し
た
。
特
に
今
回
は
、

北
斗
地
区
の
オ
サ
ラ
ッ
ペ
川

に
つ
い
て
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
の
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

　

答
弁　　

今
回
の
大
雨
で
は
、

各
所
で
大
小
様
々
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
地
元
の
方

か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
雨
が
降
っ

た
」
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
気
象
状
況
は
、
今
後

も
想
定
し
な
が
ら
対
応
し
て

木下議員は、
「一問一答方式」で質問
しています。

鷹

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

７
月
31
日
か
ら
８

月
１
日
に
か
け
て
の
大
雨
に

よ
り
、
吹
上
・
眞
正
・
知
遠

別
の
各
町
内
会
で
は
、
河
川

の
氾
濫
に
よ
り
３
名
の
方
が

自
主
避
難
さ
れ
、
橋
梁
基
盤

や
道
路
の
洗
掘
・
農
業
用
水

施
設
の
損
壊
・
農
地
へ
の
土

砂
流
入
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
以

前
か
ら
も
、
大
雨
時
に
河
川

の
氾
濫
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
経
年
に
よ
る
土
砂
の

堆
積
や
樹
木
の
繁
茂
に
よ
る

水
の
流
れ
の
阻
害
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
区
間
は
、
国
の

管
理
区
間
で
あ
る
た
め
、
許

可
な
く
改
良
工
事
が
で
き
な

い
事
情
は
理
解
す
る
が
、
対

策
が
講
じ
ら
れ
ず
に
災
害
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、

住
民
と
し
て
容
認
で
き
な
い

の
は
当
然
の
感
情
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　

答
弁　　

９
月
定
例
会
の
補

正
予
算
で
は
、
工
事
が
必
要

な
箇
所
の
災
害
復
旧
の
他
に
、

町
内
２
ヵ
所
に
雨
量
計
と
水

位
計
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
正
確
な
降
雨
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
河
川
管
理
者

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

継
続
し
て
改
修
や
管
理
の
要

望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
改
修
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
今
回

の
河
川
増
水
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
に
な
い
被
害
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
状
況
説

明
と
要
望
を
行
う
予
定
で
す
。

　

質
問　　

国
の
予
算
措
置
を

待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
少
し

ず
つ
で
も
住
民
の
目
に
見
え

る
現
状
改
善
を
す
る
手
法
と

決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

　

答
弁　　

町
の
予
算
で
改
修

工
事
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
樹
木
の
伐
採
な
ど

に
つ
い
て
は
、
財
源
も
含
め

て
研
究
を
し
な
が
ら
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【８】

質 問

答弁

大
雨
災
害
に
対
す
る
今
後
の
対
策
は

計
測
器
の
設
置
や
伐
木
な
ど
前
向
き
に
検
討
す
る（
町
長
）

木
下　

忠
行
議
員

一 般 質 問

被害を受けた護岸ブロック



一 般 質 問

　
　

壊
の
恐
れ
や
衛
生
上
問

　
　

題
の
あ
る
空
き
家
（
特

定
空
家
）
に
対
し
て
、
市
町

村
が
撤
去
や
修
繕
を
勧
告
・

命
令
で
き
、
強
制
撤
去
も
可

能
と
な
っ
た
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

基
準
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

　

答
弁　　

判
断
は
、
総
合
的

に
な
さ
れ
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
で
す
。「
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
整
備
事
業
」
で
、

空
き
家
等
の
全
町
的
な
調
査

を
行
い
ま
す
。
近
隣
市
町
の

状
況
も
参
考
に
し
つ
つ
、
本

町
の
実
情
に
あ
っ
た
基
準
を

定
め
ま
す
。

　

質
問　　

既
に
空
き
家
の
確

認
が
始
ま
っ
て
い
る
自
治
体

大石議員は、
「一括質疑方式」で質問
しています。

倒

が
あ
る
。
本
町
の
対
応
は
遅

い
の
で
は
。

　

答
弁　　

平
成
27
年
度
に
調

査
完
了
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
し
、
平
成
28
年
度
に
実
情

に
合
っ
た
基
準
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
個
人
の

財
産
で
あ
り
、
今
ま
で
経
験

が
な
い
の
で
近
郊
市
町
と
も

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

は
、
平
成
29
年
度
の
着

工
を
目
指
し
て
い
る
。
町
内

の
公
共
施
設
に
は
、
発
電
シ

ス
テ
ム
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
規
模
に
取
り

入
れ
た
も
の
が
な
い
。
電
力

と
し
て
太
陽
光
発
電
の
導
入

を
。

　

答
弁　　

改
築
の
基
本
方
針

に
お
い
て
、「
太
陽
光
発
電

な
ど
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組

み
は
、
気
候
・
立
地
条
件
な

ど
の
地
域
特
性
が
大
き
く
影

響
し
、
活
用
方
法
に
つ
い
て

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
実

現
性
、
経
済
性
な
ど
を
検
証

し
、
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

質
問　　

太
陽
光
発
電
は
、

北
海
道
電
力
の
電
力
買
い
取

り
制
限
の
問
題
を
取
り
上
げ

ら
れ
る
が
、
売
電
が
主
の
目

的
で
は
な
い
と
考
え
る
。
北

野
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、
鷹

栖
中
学
校
で
は
、
改
修
工
事

の
た
め
、
既
存
施
設
に
与
え

る
影
響
を
考
慮
し
て
と
の
事

で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
改
築
と
い
う
事

で
あ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
に
は
良
い
機
会
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

答
弁　　

基
本
設
計
の
中
で
、

地
域
に
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
に
つ
い
て
、
提
案
し
て

も
ら
い
ま
す
。
鷹
栖
地
区
住

民
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
に

は
、
大
き
な
費
用
が
か
か
る

の
で
、
費
用
対
効
果
、
経
済

性
を
し
っ
か
り
見
極
め
た
上

で
決
断
し
ま
す
。

【９】

　

大
石　

隆
議
員

質 問

答弁

鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
改
築
に
太
陽
光
発
電
の
活
用
を

費
用
対
効
果
、経
済
性
を
見
極
め
た
上
で（
町
長
）

答弁

危
険
な
空
き
家
へ
の
是
正
強
化
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
向
け
状
況
を
調
査
す
る（
町
長
）

鷹

鷹栖地区住民センター



一 般 質 問

　
　

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
平

　
　

成
28
年
１
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
。
し
か
し
具
体
的
な

利
用
範
囲
、
安
全
管
理
等
に

つ
い
て
の
周
知
が
不
十
分
で

あ
る
。
町
民
に
詳
し
く
説
明

を
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

答
弁　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
当
面
、
社
会
保
障
と
税
、

災
害
対
策
な
ど
の
行
政
手
続

き
に
お
い
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
も
国
の
広
報
活
動
と

連
携
し
な
が
ら
、「
広
報
た

か
す
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
よ
り
制
度
概
要
や
利
用
方

法
、
情
報
の
安
全
管
理
体
制

な
ど
説
明
・
周
知
を
図
り
ま

す
。

　

質
問　　

申
請
及
び
運
用
等

に
関
し
て
、
代
理
人
が
必
要

青野議員は、
「一問一答方式」で質問
しています。

な
方
を
想
定
し
、
後
見
人
の

養
成
研
修
や
登
録
等
に
助
成

制
度
を
導
入
し
て
は
。

　

答
弁　　

旭
川
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
後
見
人
の
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
助
成
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

質
問　　

特
定
個
人
情
報
の

漏
洩
及
び
紛
失
の
防
止
な
ど
、

総
合
的
な
安
全
管
理
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

体
制
は
。

　

答
弁　　

具
体
的
な
指
針

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ

た
様
々
な
個
人
情
報
保
護
の

安
全
管
理
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　
　

き
家
等
対
策
の
取
り
組

　
　

み
は
。
ま
た
、
空
き
家

を
処
分
・
賃
貸
す
る
と
き
に

適
正
な
査
定
評
価
が
必
要
だ

が
、
建
築
施
工
経
験
者
や
業

務
関
係
者
等
を
募
集
し
な
が

ら
、
家
屋
査
定
・
管
理
等
を

す
る
組
織
を
創
設
し
て
は
。

　

答
弁　　

売
買
・
賃
借
の
円

滑
化
を
図
り
、
特
定
空
き
家

等
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
全
町
的
な
調

査
を
行
い
、
宅
地
建
物
取
引

協
会
と
提
携
し
、
情
報
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
資
格
者
と
連
携

し
て
物
件
調
査
を
行
い
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
掲
載
し
ま
す
。

空
き
家
等
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
町
内
団
体
や
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

　

質
問　　

市
街
化
調
整
区
域

の
課
題
や
宅
地
に
隣
接
し
た

宅
地
畑
に
関
す
る
農
地
法
の

問
題
を
は
じ
め
、
農
村
部
に

は
法
律
的
な
制
約
が
あ
る
が
、

法
改
正
と
権
限
委
譲
な
ど
の

取
り
組
み
は
。

　

答
弁　　

平
成
26
年
度
に
北

海
道
知
事
か
ら
権
限
委
譲
を

受
け
、
転
用
許
可
の
全
て
を

鷹
栖
町
農
業
委
員
会
が
農
地

法
に
則
り
適
正
な
判
断
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
の
農

地
法
改
正
で
転
用
規
制
が
強

化
・
厳
格
化
さ
れ
た
た
め
、

原
則
、
転
用
許
可
は
出
来
な

い
現
状
で
す
。
町
村
会
を
通

じ
て
制
度
改
正
等
を
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

【10】

質 問

答弁

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
内
容
説
明
と
安
全
管
理
体
制
は

広
報
な
ど
で
周
知
を
図
る
。安
全
管
理
体
制
を
講
じ
る（
町
長
）

答弁

空
き
家
対
策
と
市
街
化
調
整
区
域
・
農
地
法
の
課
題
解
決
は

空
き
家
調
査
を
行
い
、バ
ン
ク
に
掲
載
。関
係
機
関
に
要
望
中（
町
長
）

青
野　

敏
議
員

マ

空

マイナンバー制度パンフレット



　
　

み
の
最
終
処
分
場
は
、

　
　

こ
の
ま
ま
で
は
計
画
よ

り
早
く
使
用
不
能
に
な
る
。

　

鷹
栖
町
の
不
燃
ご
み
の
多

く
は
、
施
設
に
よ
っ
て
は
可

燃
ご
み
と
し
て
処
理
で
き
る
。

ご
み
区
分
を
見
直
す
な
ど
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　　

不
燃
ご
み
有
料
化

を
機
に
環
境
意
識
を
さ
ら
に

高
め
、
ご
み
の
排
出
抑
制
を

図
り
ま
す
。

　

広
域
連
携
を
含
め
た
抜
本

的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
、

担
当
部
署
に
方
向
性
を
検
討

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

ご
み
処
理
基
本
計

画
の
見
直
し
を
す
る
28
年
度

中
に
方
向
性
が
出
せ
な
い
か
。

　

答
弁　　

受
け
入
れ
側
と
も

十
分
協
議
を
し
な
く
て
は
な

ら
ず
、
目
標
年
度
は
提
示
で

き
ま
せ
ん
が
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
解
決
策
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

循
環
型
生
ご
み
堆

肥
化
施
設
の
理
想
は
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
が
、
計
画
時
に

比
べ
運
営
費
が
ほ
ぼ
倍
に

な
っ
て
い
る
な
ど
問
題
も
あ

る
。
今
後
の
対
応
は
。

　

継
続
す
る
場
合
、
生
ご
み

バ
ケ
ツ
更
新
時
の
助
成
は
。

　

答
弁　　

今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
が
、
機
械
設
備
の

劣
化
も
あ
り
、
将
来
の
方
向

性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

バ
ケ
ツ
更
新
時
の
助
成
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

質
問　　

家
庭
で
の
ご
み
処

理
を
進
め
る
た
め
室
内
用
の

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
助
成

も
復
活
さ
せ
て
は
。

　

事
業
系
生
ご
み
の
自
己
処

理
に
も
助
成
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

答
弁　　

家
庭
用
電
動
ご
み

処
理
機
の
助
成
は
環
境
審
議

会
に
諮
り
た
い
。

　

事
業
ご
み
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
堆
肥
化
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
と
併
せ
て
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

啓
発
活
動
は
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
か
。

　

答
弁　　

北
野
小
で
の
体
験

学
習
や
、
町
民
対
象
の
見
学

会
が
年
に
数
件
あ
り
ま
す
。

広
報
に
ご
み
の
分
別
の
Ｑ
＆

Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

高
齢
者
、
障
が
い

者
な
ど
排
出
困
難
者
世
帯
へ

の
対
応
と
し
て
戸
別
収
集
は

３
年
前
か
ら
検
討
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
状

況
は
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
穴

あ
け
回
収
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

答
弁　　

こ
れ
か
ら
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
生
活
福
祉
相
談
セ

ン
タ
ー
に
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
解
決
の
糸
口
が
見
出
せ
る

と
思
い
ま
す
。　
　

　

ス
プ
レ
ー
缶
回
収
は
審
議

会
と
も
協
議
し
、
安
全
性
を

最
優
先
し
、
早
急
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【11】

答弁

ご
み
の
問
題
の
抜
本
的
な
対
策
を

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る（
町
長
）

片
山　

兵
衛
議
員

一 般 質 問

質 問

ご
ごみ最終処分場

片山議員は、
「複合方式」で質問
しています。



【12】

報　

告

補
正
予
算

一　　　般
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 費
土 木 費
教 育 費
災害復旧費

定住促進対策事業ほか
障害福祉サービス給付事業
最終処分場等維持管理及び運営事業
農産加工施設運営事業
河川管理事業ほか
小学校就学環境支援事業ほか
公共土木施設災害復旧事業

4518万5000円
1821万2000円
14万5000円
220万円

0円
510万円

28万8000円
1924万円

56億3048万5000円 56億7567万円

内　
　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

■
平
成
26
事
業
年
度
株
式
会
社

鷹
栖
町
農
業
振
興
公
社
の
決

算
と
平
成
27
事
業
年
度
の
事

業
計
画

■
平
成
26
年
度
鷹
栖
町
健
全
化

判
断
比
率
・
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率

　

町
の
健
全
な
財
政
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
広
報

た
か
す
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
平
成
26
年
度
鷹
栖
町
教
育
委

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点

検
・
評
価

　

平
成
27
年
度
の
予
算
が
次
の

と
お
り
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
落
雷
に
よ
り
損
壊
し
た
、
知

遠
別
局
・
２
中
局
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ア
ン
テ
ナ
の
修
繕
を
行

い
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

等
を
更
新
し
ま
す
。

●
町
内
の
空
き
家
・
空
き
地
の

調
査
を
委
託
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
ま
す
。

●
東
京
等
で
開
催
さ
れ
る
、
移

住
定
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
伴
う
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等

の
交
付
事
務
委
託
料
を
増
額
し

ま
す
。

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
精
算
に
伴
い
、
道
負
担
分
を

返
還
し
ま
す
。

●
最
終
処
分
場
の
シ
ョ
ベ
ル
・

ロ
ー
ダ
の
経
年
劣
化
に
伴
い
、

修
繕
を
行
う
た
め
の
増
額
で
す
。

●
農
産
加
工
施
設
の
冷
凍
庫
が

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
更
新

を
し
ま
す
。

●
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
、
河
川
の
監
視
機
器
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

●
観
光
拠
点
整
備
の
た
め
、
パ

レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
か
ら
見
え
る
山
々
の
名
称
を

表
示
す
る
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

●
教
育
委
員
の
交
代
に
伴
い
、

研
修
等
の
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

●
小
学
校
要
保
護
及
び
準
要
保

護
児
童
の
就
学
援
助
費
給
付
対

象
者
の
増
加
に
伴
い
、
増
額
し

ま
す
。

●
大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

箇
所
の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

第３回

定例会
9月14～17日

　第３回定例会では、決算認定
審議、６名の一般質問（６～
11ページ）の他に、報告、条例、
補正予算などを審議し、原案の
とおり全会一致で可決しました。
　また、１件の人事案件に同意
しました。
　議会からは１件の意見書が出
され、各関係機関に提出されま
した。

個人情報の保護を強化･徹底



規
約･

条
例

計　

画

人　

事

意
見
書

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
■
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

■
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

　

組
織
団
体
の
削
除
・
追
加
に

よ
る
文
言
の
整
理
で
す
。

■
鷹
栖
町
個
人
情
報
保
護
条
例

■
鷹
栖
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例

■
鷹
栖
町
情
報
公
開
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
鷹
栖
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
伴
う
条
例
制
定
及
び
改
正
で

す
。

■
鷹
栖
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
鷹
栖
町
公
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

文
言
の
整
理
・
削
除
で
す
。

■
鷹
栖
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更

　

 

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

補
助
事
業
と
し
て
円
山
幼
稚
園

舎
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
浅
井　

悦
子
さ
ん
（
再
任
）

　
　
　
　
　
（
南
１
条
２
丁
目
）

■
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
、
財
務

、
文
部
科
学
、
農
林
水
産
、
経

済
産
業
、
国
土
交
通
、
環
境
、

復
興
各
大
臣
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規
約
の
変
更

国
政
に
物
申
す
！

意
見
書
提
出

マイナンバー制度の導入に伴い

議会を傍聴してみませんか？

議会はどなたでも傍聴ができます。
皆さまのお越しを議員一同お待ちしております。

鷹栖町議会
議会に関するお問い合わせはこちらへ

〒071-1292
北海道上川郡鷹栖町南１条３丁目
 ５番１号
 TEL 0166-87-2111
 FAX 0166-87-2196
　　gikai@town.takasu.hokkaido.jp

条
例
の
制
定
・
改
正

計
画
の
変
更

教
育
委
員
選
任

12月10日から11日

次回定例会の予定

お問い合せ先　議会事務局　℡:８７－２１１１



「鷹栖町空き家バンク設置規則」
は平成19年４月から施行され既
に６年が経過しているが成約が
２件と少ない。上限150万円の
定住促進住宅建設補助金もある
が、移住者奨励金の支給も一つ
の方法だと思うが。

定住対策は重要な政策であり、
補助金についても土地利用対策
も含め内部で検討し25年度から
積極的に考えていきたい。また、
危険家屋も含め空き家の実態調
査を行いたい。

空き家の有効活用について
（H25年第１回定例会　中村議員の一般質問）

答弁

空き家を改修し定住する方に対
する補助制度を26年度に創設、
初年度は６件に対し補助金を交
付した。空き家の実態調査につ
いては、27年度中に調査が行わ
れデータベース化される。

補助金制度を創設、　　
空き家もデータベース化

追跡

北野東町内で床上浸水６棟、床
下浸水９棟の被害がでた。この
地域は、大雨による冠水の危険
があり、今後も、同様の被害が
出る可能性があるため早急な対
策が必要だ。また、現行のハ
ザードマップ改訂の考えは。

河川情報に迅速に対応できるよ
う詳細な対応策の協議を進めて
いるほか、10線樋門に流入する
排水系統の分散化に関し北海道
に申し入れ、総合的な検討を進
めていく。　
現在のハザードマップはオサ
ラッペ川の浸水区域のみ表示さ
れているが、見直し時には他の
河川の災害危険個所の図化も検
討している。

大雨に対する対策強化を
（H26年第３回定例会　大石議員の一般質問）

答弁

開発局との連絡体制が確立され
たほか、内水対策として今秋以
後、樋門操作簡略化、釜場整備
などの工事を順次施工の予定。
町は２７年度に防災用排水ポン
プ２台を購入したほか、調整池
ゲートの整備工事を実施する。

内水対策などが進行中
追跡

第５回臨時会
７月27日に開催された臨時会において、一般会計補正予算、
契約について審議し、全会一致で原案のとおり可決しました。
また、１件の意見書が提出され、全会一致で可決しました。

【14】

■補正予算　
【一般会計】下記のとおり、総額9256万円の増額補正です。

■契　　約
【中央橋ほか交付金事業橋梁修繕工事】　契約金額　　8154万円　
　中央橋、稔橋、翠橋の３橋において修繕工事を行うために、入札結果に基づき請負契約を締
結しました。

9256万円
8855万円
300万円
101万円

補　正　額
55億3792万5000円

認定こども園施設整備補助事業
道路橋梁長寿命化対策事業
総合体育館管理事業

補正前の額
56億3048万5000円
補正後の額

一　　　般
民　生　費
土　木　費
教　育　費

安保関連法案に対する
意見書を全会一致で採択！
慎重かつ丁寧な審議を進めるよう強く求める

提出先は、 衆議院議長、参議院議長、
 内閣総理大臣、防衛大臣

意見書の要旨は次のとおりです。

我が国が貫いてきた国外で武力行使を行わないという原則を、一内閣の一
存で大きく転換しようとしているにもかかわらず、我々国民への丁寧な説明
を欠いたまま、国会での法改正を強行しようとする政府の姿勢は国民不在の
政治であって、立憲主義に反する。よって、安全保障関連法案に対する国民
の疑問や不安を真摯に受け止め、今国会での成立にこだわらず、関係者と
の十分な意見交換を踏まえ、広く国民に説明し国民的議論を経るなど、国
会の審議をより一層慎重かつ丁寧に進めるよう強く求め、意見書を提出する。

　質問のその後どのよ
うに町政に反映された
のか、質問の一部を追
跡しました（平成27年
10月現在）。



議会のうごき

８月19日　ホテルポールスター札幌

人の写真は
内側を向く
ように配置
するように。

図表の文字
は揃えるよ
うに。

2015.8.1 ～ 10.31
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８月
 4日 鷹栖高校存続を求める要望活動 (札幌市)

19日  議会広報研修会 (札幌市)

21日  上川中央部市・町議会議長会定例会議  (愛別町)
24.26 ～ 28日　地域を語ろう会 (中央、北成、北野、北斗)
31日  議員協議会 (マイナンバー制度についてほか)

 　
９月
 1日 地域を語ろう会(鷹栖)
 2日 経済福祉常任委員会 (第３回定例会について)
 3日 総務文教常任委員会 (第３回定例会について)
 8日 議会運営委員会　(第3回定例会の案件や意見書
  について協議し、会期などを決定)

14日  第３回議会定例会 ( ～ 17日　※15日休会)

  広報広聴常任委員会
17日  議員協議会 (中央橋ほか交付事業橋梁修繕工事について)
18日  広報広聴常任委員会
29日  広報広聴常任委員会
 　
10月
 8日 広報広聴常任委員会
19日  広報広聴常任委員会
20 ～ 21日　管内町村議会議長研修会 (比布町)

23日  議員協議会 (暴風被害に関する災害対策ほか)

  中央部５町議員研修会 (鷹栖町)

27日  管内町村議会議員研修会 (当麻町)

28日  全国市議会議長会基地協議会
  北海道部会定期総会 (旭川市)

「地域を語ろう会」を開催
　８月24日から９月１日
にかけて、「地域を語ろ
う会」を各地区住民セン
ターで開催しました。例
年は11月前後に開催し
ていましたが、９月定例

会前にということで初めての８月開催になりま
した。
　各地区で参加していただいた合計人数は39名
で、様々なご意見、ご提言をいただきました。
内容については、12月に発行予定の報告紙でお
伝えします。
　参加していただいた皆さま、ありがとうござ
いました。

大雨被害の状況を視察
経済福祉常任委員会所管事務調査 ９月２日

　７月31日から８月１日
にかけての大雨による被
害状況を確認しました。
　自主避難された方もい
る今回の大雨での被災箇

所は25件でした。なかでも特に被害の大きかっ
た北斗、北成地区を中心に確認し、問題点につ
いての説明も受けました。
　なお、この大雨による被害の復旧工事費は９
月定例会に補正予算が提出され、議決されました。

全道議会広報研修会に参加　おおむね好評の「孔雀草」

　グラフィックデザイナーの長岡光弘
氏から、議会広報紙を編集する際のポ
イントを細かく解説していただきまし
た。
　手に取ってもらう、そして情報理解
を高めることを意識した紙面を目指し、
今後も作成していきたいと思います。

特に意識すると良いと指摘されたのは、
以下の３点！今号から取り入れています！
　①文字や写真等の起点を揃える
　②視線の流れを意識する
　③文字組を意識し読みやすさを向上！
「孔雀草」は余白の使い方が好評価でした。

　後半のクリニックではおおむね好評
との評価をいただき、どのような点を
意識するとさらに良くなるのか具体的
なアドバイスをいただきました。
　新たなアイディアを取り入れて、
「孔雀草」はさらに進化します！！

ここを直すともっとよくなる！



【16】

平成26年度の歳入の中で最も比率
が高いのは、○○交付税。

丸山句碑の森にある句碑の数は
○○○基。

平成28年１月から開始される制度は、
○○○○○○制度。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。(当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。)前回は
８名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.hokkaido.jp
《しめきり》
　平成27年11月30日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.hokkaido.jp

■　わたしの一言　■
「鷹栖町の未来について」

「出会い」

加藤　稔 さん
（北央町内会）

三上　尋美さん
（北野東町内会）

　鷹栖町に住んで21年が経ちました。
地域の活動に参加して、３年。たく
さんの人とお会いする機会をいただ
きました。
　福島キッズ、てくてく茶ろん、ビス
トロキッズ、朝市てくてく、たかすお
せっ会、旭川のまちカフェなど色々
な活動に参加しています。皆さんそ
れぞれがいきいきと活動しています。
　おしゃべりをする楽しみ。それぞ
れの手づくりのおいしい料理をいた
だく、なんとも幸せな気持ち。どれ

も初めての経験ばかりです。
　この年齢になって、このような機
会をいただけることや、このような楽
しい時間を過ごさせてもらえることに、
とても感謝しています。何かでお返
し出来ることがあれば、と日々過ごし
ております。
　これからも更に、いろいろな方た
ちとの楽しいおしゃべりと、おいしい
料理との出会いができればと願って
います。

　私が鷹栖町へ移住して１年が経と
うとしています。移住の決め手は、
あたたかい人と大自然に囲まれた田
舎特有の地域性です。多くの北海道
への移住希望者達はその鷹栖の魅力
に触れる事なく、他の地域へ目を向
けてしまいます。
　近年の傾向を見ていくと、自然が
魅力的な公園を整備し、都会的なイ
ンフラ整備や宅地造成で都市化を進
めることは、決して鷹栖町の魅力を
増大させる事ではありません。鷹栖
の高齢化率は約28％と道内では平均
的ですが、今のままでは右肩上がり

になる事は容易に想像できます。
　高齢化地域は担い手不在地域と言
われています。これを回避するには
田舎の地域性という魅力を発信する
移住者を受け入れていく事。例えば
「地域おこし協力隊制度」を利用し都
市から若者を受け入れ、鷹栖町に根
を張って魅力を発信する担い手を積
極的に受け入れる体制を取るべきだ
と思います。地域貢献とは住民の一
時的な幸福感を満たすための物では
なく、地域の未来を考え町の未来を
創る担い手を作る事だと私は考えま
す。


	160号
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16



